
2. 栃木南部地区
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2.1 現地調査
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２．１ 現地調査

（１） 調査実施日

平成３０年１０月 ５日

（２） 調査箇所 栃木南部地区

栃木県小山市

（３） 調査内容

１） 全般

・国道 50号線の交通量は多い。

・工事場所が営業店舗に近接している。

２） 調査箇所① 国道 50 号線

（写真１：国道 50号線） 

・国道 50号線は交通量が多く、バイパスということで全体的に速度が速いので、 

仮設計画の検討が重要となる。
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３） 調査箇所② 既設排水路

（写真２：既設排水路） 

・非かんがい期にも水量が多い可能性があるので、水路の切回し方法を検討する

必要がある。

４） 調査箇所②

（写真３：近接営業店舗） 

・国道切回し時、営業店舗への配慮を考える必要がある。
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2.2 仮廻し道路計画の検討に係る課題と留意点の整理
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２．３ 仮廻し道路計画の検討に係る課題と留意点の整理

（１）概要 

 栃木南部農業水利事業の目的の一つとして、排水路の改修が位置付けられてい

る。今回は国道 50号線の横断箇所の施工に関し、開削を基本とすること、道路構

造令を基本とした仮廻し道路計画とすること、施工期間を農閑期（非かんがい期）

とすることを考慮した、安全かつ経済的な仮廻し道路等の仮設計画の検討に係る

課題と留意点を整理する。 

（２）現場の諸条件 

①国道 50号線横断工の現状施設諸元

名称 測点 管理者 構造 附帯構造物等 

国道 50 号線 

岩舟～小山

バイパス 

№68 

+32.15

国土交通省 ボックスカルバート 

B2.5×H1.35×2連 

L=29.0m 

上下流側： 

転落防止柵 

埋設物： 

下流側歩道部

情報ボックス VU

φ250 

②国道 50号バイパス道路諸元

 国道 50 号線岩舟小山 BP 

  1)道路区分：第 3種第 1級 

  2)設計速度：V=80㎞/h 

  3)延  長：10,300m 

  4)車 線 数：4車線 

  5)幾何構造： 

 最小曲線半径：800ｍ 

 最急縦断勾配：4.0％ 

 標準横断勾配：2.0％ 

  ③西清水川排水路諸元 

排水路タイプ 測点 勾配 設計流量 (m3/s) 

Ⅰ－2型 No.55+33.830～ 

No.87+32.870 

1/470 18.33 
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（３）問題点 

 現況通水能力は、等流計算によると、1連 Q=4.837m3/sであり、2連では Q=9.674m3/s

となる。  

一方、設計流量では Q=18.33m3/s であり、現況通水能力が不足している。 

したがって、本施設は、改修が必要である。 

また、国道５０号横断工の設計条件は以下のとおりである。  

① 全面通行止めはできない。

② 国道の仮廻しは片側２車線を確保する。

③ 国道横断部の排水路は、自由水面で流下させる。

④ 国道横断部近傍で営業している店舗への影響は最小限とする。

（４）施工計画案 

施工上の注意点 

① 交差道路

排水路と交差する道路は国道５０号であり、交通量が多く地区の幹線道路と

して機能している。 

幹線道路については仮廻し道路等を計画するものとし、交通を確保しつつ工

事を行えるようにするものとする。  

② 支障物件

国道５０号横断工の下流右岸（NO.68）には、レストランがあり、これらに極

力影響の無い施工計画とする。 

また、工事の影響を受けるポンプ施設については、補償対象とする。 

③ 騒音対策

レストランがあるため施工時には、低騒音型・低振動型建設機械を使用する

などして、騒音対策に配慮するものとする。 

④ 低温対策

当該地域は、冬季に気温が 5℃未満になることが考えられるため、気象状況に

よっては、コンクリート養生について、練炭やジェットヒーターなどの使用を

考慮する必要がある。  

⑤ 進入路検討

施工箇所への進入路は、排水路沿いに設置する工事用道路を利用する。

⑥ 工事期間

排水路と交差する道路は国道５０号であり、交通量が多く地区の幹線道路と

なっているため、工事期間は１年を基本とする。 

また、排水路工事は、非かんがい期（１０月～３月）に施工するものとす

る。  以上に基づき、３案を策定した。 
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・掘削法面の安定性及び土留矢板の安定性において、地下水位を見直した結果、掘削

法面の安定性が確保できないことが判明した。そこで、掘削勾配を 1:0.5から 1:1.0

に見直した結果、最小安全率 1.302となり、1.2を確保することができた。

・国道 50号南側に分布する砂層よりも地下水位が高いことから、砂層の流亡が懸念さ

れる。これらの対策として、地下水の低下（ウエルポイント等）や素掘り区間に土

留矢板の設置等が考えられる。

（合同委員会助言） 

・鋼矢板による土留めと開削箇所の組合せになるので、水替え等が道路にどのよう

な影響を与えるか検討すること。

・不連続部の土留め方法について、薬液注入等を検討すること。

⑥吊り防護の検討

・１スパンでは許容たわみ量を満足しないため、支柱を設置して２スパンに見直しを

行った。

⑦施工期間中の想定外洪水への対策

・既設道路暗渠の通水能力は Q=9.674m3/s であり、これから時間雨量を逆算すると、

R=52.4mm/h となった。これは、小山観測所（非かんがい期）の 1/80 年確率雨量

（53.2mm/h）をやや下回る雨量に相当し、これ以下の降雨であれば既設道路暗渠を

利用することで下流側へ確実に洪水を流下させることができる。

（合同委員会助言） 

・通水能力を超える洪水が発生した時の対応を、道路管理者と協議すること。
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